合理的、 同時に 多量の 人間味 

—— 相互 印象 • 菊 池 氏 I - 



芥川龍之介 



菊 池 は 生き方が 何時も 徹底して いる。 中途半端のと 

ころに こだわって いない。 彼 自身の 正しい と 思う とこ 

ろ を、 ぐん/ \ 実行に うつして 行く。 その 信念 は 合理 

的で あると 共に、 必らず 多量の 人間味 を 含んで いる。 

そこ を 僕 は 尊敬して いる。 僕 なぞ は 芸術に かくれる と 

いう 方 だが、 菊 池 は 芸術に 顕われる —— と 言って は、 

おかしい が、 芸術 は 菊 池の 場合、 彼の 生活の 一部に 過 

ぎない かの 観が ある。 一体 芸術家に は、 トルストイの 

ように、 その 人が どう 人生 を 見て いるかに 興味の ある 

人と、 フロ ー ベ ー ル のように、 その 人が どう 芸術 を 見 

ている かに 興味の ある 人と 二と おりある らしい。 菊 池 



る 人た ちに は、 殊に 同情が 篤い ようで ある。 それ はい 

くら も 実例の ある こと だが 公け にす ベ き 事で はない か 

ら、 こ、 に 挙げる こと は 差し控える。 それから、 僕自 

身に 関した ことで いうと、 仕事の 上の ことで、 随分 今 

迄に 菊 池に 慰められたり、 励まされ たりした ことが 多 

い。 いや、 口に 出して そう 言われる よりも、 菊 池の デ 

リケ— トな 思いやり を 無言のう ちに 感じて、 気強く 

思った ことが 度々 ある、 だから、 為 事の 上で は 勿論、 

実生活の 問題で も 度々 菊 池に 相談した し、 これから も 

相談し ようと 思って いる。 た- V 一 つ、 情事に 関する 相 

談 だけ は 持 込もうと 思 つてい ない。 
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